
第５期障がい福祉計画　評価・管理シート　令和２年度実績評価結果一覧

達成度
【※1】

今後の主な方向性 【※2】

1 C
　〇長期入院患者への地域移行
　〇地域定着に向けた支援の強化
　〇地域移行可能者の把握

【※3】

2 B   〇ケアシステムの構築検討部会の立上げ

3 B
　〇面的整備のあり方を検討
　〇グループホームの整備促進の取組
　〇資格取得支援制度等専門的人材の養成等の取組

4 B
　〇事業所間のネットワーク構築
　〇新型コロナウイルス感染症に合わせた授産製品の生
　産・販売方法の検討

5
＜重点課題１＞
福祉サービス及び計画相
談支援事業所の整備

B
　〇事業所等に対する賃借料補助制度のあり方を検討
　〇福祉人材の確保の取組を継続
　〇計画相談支援事業者に対する補助制度を継続

6
＜重点課題２＞
障がい者相談支援セン
ターの整備

A

　〇障がい者相談支援センターの周知
　〇障がい者相談支援センターにおける訪問相談の実施
　等相談支援の充実
　〇基幹相談支援センターや計画相談支援事業所等との連
　携強化

7

＜重点課題３＞
緊急対応システムの構築
及び体験入居（生活体
験・訓練）の場

B 　〇拠点施設及び市内事業所の役割の明確化
　〇面的整備のあり方について検討

8
＜重点課題４＞
意思決定支援の促進 B

　〇成年後見制度の一層の啓発
　〇虐待防止に係る取組（研修会の実施、通報義務の周知）
　〇吹田市差別解消支援地域協議会の開催
　〇手話の普及啓発や意思疎通支援の施策の検討

9
＜重点課題１＞
福祉サービス事業所の整
備

B
　〇賃借料補助制度のあり方を検討
　〇福祉人材の確保の取組を継続
　〇送迎車両購入費用の補助制度の周知

10
＜重点課題２＞
就労支援の充実 B 　〇事業所間のネットワーク構築【再掲】

　〇優先調達推進の積極的な働きかけ

11
＜重点課題３＞
余暇支援の充実 B 　〇ガイドヘルパーの養成及び確保

　〇地域活動支援センターの未整備箇所の整備

12 B 　〇市内事業者の人材不足等の現状把握と分析
　〇新たな人材確保策の検討

項　　　　　目

※1　達成度を３段階で設定している。
　　　→　「A」目標を達成した　「B」目標の達成に向けて進展があった　「C」目標の達成に向けて進展が見られなかった
※2　太字の二重下線部分は、令和３年度から新たにスタートさせ、令和３年１２月時点で、形となってきている取組
※3  網掛け部分は、達成度がCであり、今後課題解消に向けて取組を強化していくべき項目
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＜成果目標１＞
福祉施設の入所者の地域生活への移行

＜成果目標２＞
精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム
の構築

＜成果目標３＞
障がい者地域生活の支援

＜成果目標４＞
福祉事業所から一般就労への移行等

＜場面別３＞
福祉サービスの担い手の確保

＜場面別２＞
日中活動（働く・活動
する／余暇活動（遊
ぶ・学ぶ）の支援体制
の整備）

＜場面別１＞
居宅生活（暮らす・憩
う）の支援体制の整備

資資料２


